
2017年 12⽉8⽇ シンガポール⽇本⼈会館

お申し込み

⾦

2017年９⽉1⽇〜10⽉14⽇

テーマ：⽇本語教育・学習の意義を再考する
〜垣根を越えた連携〜

パネル・
ディスカッション

ワークショップ

基調講演
⽥伏素⼦教授

全⽶⽇本語教育学会前会⻑
イースタン・ミシガン⼤学教授

ウェブサイト

【共催】
シンガポール国⽴⼤学語学教育研究センター・

シンガポール⽇本語教師の会
【後援】

国際交流基⾦・シンガポール⽇本⼈会・
在シンガポール⽇本国⼤使館・
シンガポール⽇本商⼯会議所・

シンガポール国⽴⼤学

https://sites.google.com/site/cabsg2017/

交流セッション

アセアン・シンポジウム
インドネシア・マレーシア・
ベトナム・カンボジア・タイ・

シンガポール



近年、グローバル化の進展とともに、ASEAN諸国では、日系企業のみならず、
地元企業や多国籍企業から、日本語ができる卒業生の需要が高まっています。

そこで求められる資質や能力とは何なのでしょうか。それは、ことばを流暢に操
ることだけではなく、グローバルな視野をもち、グローバル社会を生き抜くことので
きる力だと言われています。では、そのような能力、そして、21世紀型スキルの習
得に、日本語教育はどのように貢献できるのでしょうか。

このたび、シンガポール国立大学とシンガポール日本語教師の会では、これらの
課題に取り組むべく、日本語教育国際会議を開催することとなりました。本会議は、
「日本語教育・学習の意義を再考する～垣根を越えた連携～」をテーマに、行政、
企業、教育関係者、日本語学習者が集い、それぞれの立場からの知見を共有す
るものです。さらに、グローバル人材育成には垣根を越えた連携が必須であると
いう認識の下、企業と日本語学習者が出会い、意見を交換できる場も設けたいと
思います。基調講演、パネルディスカッション、ASEANシンポジウム、ワークショッ
プ、ネットワーキングセッションなどを通して、21世紀の人材育成のための連携を

図る機会としたいと思います。日本・シンガポールをはじめ、アジア諸国から、多く
の皆様のご参加をお待ちしております。

～プログラム (仮)～

9:00

12:30-14:00
14:00-15:00
15:20-

17:30

 開会式
 基調講演 (英語)：田伏素子教授
 パネルディスカッション (英語)

「Global Human Resources Development」
パネリスト：大学卒業生・ビジネス日本語教育専門家・

日系企業代表者
 昼食・懇親会 (在シンガポール日本国大使館主催)
 ワークショップ (日本語)「異文化コミュニケーション能力を高める」
 日系企業と大学生との交流セッション (企業ブース併設)(日・英語)
 ASEANシンポジウム「日本語教育とグローバル人材の育成」

(日本語)
 閉会式

ウェブサイト https://sites.google.com/site/cabsg2017/

【特別協賛】三菱商事【特別協賛】三菱商事シンガポール⽀店

三菱電機アジア

森興産

KIKKOMAN (S) PTE LTD



～来賓～

 在シンガポール日本国大使館 篠田研次大使

 Ms Low Yen Ling, Senior Parliamentary Secretary, Ministry of Trade 

and Industry & Ministry of Education

 Japan Creative Centre所長 杉田明子氏

 シンガポール日本人会会長 緋田順氏

 JETROシンガポール所長 石井淳子氏

 JCCIシンガポール事務局長 長尾健太郎氏

 シンガポール国立大学 人文社会科学部副学部長

ほか多数

～基調講演講師～

 田伏素子教授 (イースタン・ミシガン大学教授、全米日本語教育学会前会長)

～パネルディスカッション・ASEANシンポジウム・ワークショップ～

 森田英一氏 (beyond globalグループ President & CEO)

 ビジネス日本語教育専門家

 ASEAN地域 (インドネシア・マレーシア・ベトナム・カンボジア・タイ・シンガポー

ル) の日本語教育代表者

 企業代表者

 大学卒業生代表者

～参加者～

 日本語教育関係者

 企業関係者

 日本語学習中の大学生、日本関係のキャリアに興味を持つ大学生


